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1. はじめに 

近年, 世界中で低温プラズマの農業応用研究が進んでいるが, フィールドでの実証例は極めて少ない. 

我々は愛知県幸田町との連携により農業現場における低温プラズマの有効性について検討を進めてい

る. 先行研究では幸田町内のイチゴ生産農家内に導入したプラズマ装置を用いてイチゴ苗 (品種：紅ほ

っぺ) を対象として栽培の過程でプラズマ処理を行うことにより，収穫された果実中に抗酸化作用を持

つアントシアニン含量が増加することを明らかとした.1) 本研究では結果の再現性とともに機序の解明

を目的として引き続き検討を実施した.  

2. 実験方法 

愛知県西尾市内のイチゴ生産農家の1.5反ハウス内において高設棚１列を本実証試験のためにご提供

頂き, イチゴ苗 (品種：とちおとめ) の定植後より散水・施肥など通常の手法に則って栽培を進めなが

ら, 定期的に苗へのプラズマ直接照射ならびにプラズマ活性化乳酸リンゲル液 (Plasma-activated Lactec, 

PAL)2) を蒸留水で25倍に希釈し散水した．  

3. 実験結果および考察 

各処理区から収穫したイチゴ果実中の総アントシアニン含量を測定した (図). アントシアニンはポ

リフェノール類の一種であり高い抗酸化値を示す．プラズマ直接照射より収穫した果実では対照区よ

り25%増加, PAL処理区より収穫した果実では蒸留水やラクテック処理区と比較して10%, 30%増加した. 

先行研究とは品種や栽培環境も異なることから, 本結果より結果の再現性だけでなくイチゴ栽培一般

に対してプラズマ処理が有効であることが示された． 
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Fig. Relative anthocyanin contents in fruit 
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